
１
号
～
6
5
号

第
2
2
号
＜
一
九
六
九
・
八
＞
都
市
と
緑

第
2
3
号
＜
一
九
六
九
・
一
一
＞
都
市
化
と
老
人
問
題

第
2
4
号
＜
一
九
七
〇
・
一
＞
基
地
と
市
民
運
動

第
2
5
号
＜
一
九
七
〇
・
三
＞
京
浜
工
業
地
帯

第
2
6
号
＜
一
九
七
〇
・
六
＞
余
暇
と
そ
の
環
境

第
’
″
号
＜
一
九
七
〇
・
一
一
＞
都
市
廃
棄
物

第
2
8
号
＜
一
九
七
一
・
三
＞
六
大
事
業
の
経
過
と
今
後
の
方
向

第
2
9
号
＜
一
九
七
一
・
三
＞
新
市
民
と
自
治

第
3
0
号
＜
一
九
七
一
・
六
＞
水
資
源
と
水
行
政

第
3
1
号
＜
一
九
七
一
・
九
＞
住
宅
問
題
の
諸
側
面

第
3
2
号
＜
一
九
七
一
・
三
＞
自
動
車
化
と
道
路
・
交
通
問
題

第
3
3
号
＜
一
九
七
二
・
三
＞
都
市
環
境
と
生
物
指
標

第
3
4
号
＜
一
九
七
二
・
六
＞
都
市
化
と
財
政

第
3
5
号
＜
一
九
七
二
・
九
＞
住
民
と
「
知
る
権
利
」

第
3
6
号
＜
一
九
七
二
・
一
ニ
＞
住
民
の
要
求
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
意
識
調
査
か
ら
＞

第
3
7
号
＜
一
九
七
三
・
三
＞
地
方
公
務
員
と
職
業
倫
理

第
3
8
号
＜
一
九
七
三
・
六
＞
住
工
混
合
地
域
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
「
計
画
」
の
前
提
を
考
え
る

第
3
9
号
＜
一
九
七
三
・
九
＞
大
都
市
に
お
け
る
地
域
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
区
役
所
の
あ
り
方
を
中
心
に

第
4
0
号
＜
一
九
七
三
・
一
ニ
＞
大
地
震
の
対
策
と
不
安

第
4
1
号
＜
一
九
七
四
・
三
＞
都
市
と
精
神
の
問
題

第
4
2
号
＜
一
九
七
四
・
六
＞
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
諸
問
題

第
4
3
号
＜
一
九
七
四
・
九
＞
出
稼
ぎ
労
働
の
問
題
点

第
4
4
号
＜
一
九
七
四
・
一
ニ
＞
消
費
者
と
物
価

第
4
5
号
＜
一
九
七
五
・
三
＞
「
福
祉
」
問
題
再
考

第
4
6
号
＜
一
九
七
五
・
六
＞
都
市
と
家
族
の
問
題

第
4
7
号
＜
一
九
七
五
・
九
＞
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
課
題

第
4
8
号
＜
一
九
七
五
・
三
＞
地
方
財
政
危
機
を
め
ぐ
っ
て

第
4
9
号
＜
一
九
七
六
・
三
＞
区
民
生
活
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
緑
区
の
調
査
事
例
を
中
心
に

第
5
0
号
＜
一
九
七
六
・
六
＞
都
市
行
政
の
主
体
性

第
5
1
号
＜
一
九
七
六
・
九
＞
都
市
の
な
か
の
川

第
5
2
号
＜
一
九
七
六
・
一
ニ
＞
都
市
と
港
湾

第
5
3
号
＜
一
九
七
七
・
三
＞
横
浜
の
文
化
と
行
政

第
5
4
号
＜
一
九
七
七
・
六
＞
市
民
の
医
療
と
行
政

第
5
5
号
＜
一
九
七
七
・
九
＞
都
市
に
お
け
る
学
校

第
5
6
号
＜
一
九
七
七
・
一
二
＞
低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

第
5
7
号
＜
一
九
七
八
・
三
＞
地
区
計
画
と
住
民

第
5
8
号
＜
一
九
七
八
・
六
＞
都
市
に
お
け
る
資
料
館

第
5
9
号
＜
一
九
七
八
・
九
＞
横
浜
の
緑
と
保
存

第
6
0
号
＜
一
九
七
八
・
一
二
＞
横
浜
の
盛
り
場

第
6
1
号
＜
一
九
七
九
・
三
＞
地
域
施
設
の
管
理
・
運
営

第
6
2
号
＜
一
九
七
九
・
六
＞
都
市
と
子
ど
も

第
6
3
号
＜
一
九
七
九
・
九
＞
横
浜
の
地
下

第
6
4
号
＜
一
九
七
九
・
一
ニ
＞
市
民
の
食
料
と
食
生
活

第
6
5
号
＜
一
九
八
〇
・
三
＞
横
浜
の
国
際
性
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第
１
号
＜
一
九
六
三
・
一
一
＞
横
浜
市
の
未
来
像

第
２
号
＜
一
九
六
四
・
二
＞
横
浜
市
の
行
政
水
準

第
３
号
＜
一
九
六
四
・
六
＞
子
供
を
大
切
に
す
る
市
政

第
４
号
＜
一
九
六
四
・
八
＞
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市
づ

第
５
号
＜
一
九
六
四
・
一
一
＞
海
外
か
ら
見
て
横
浜
を
考
え
る

第
６
号
＜
一
九
六
五
・
二
＞
地
方
行
政
の
改
革
と
近
代
化

第
７
号
＜
一
九
六
五
・
五
＞
宅
地
開
発
の
現
状
と
対
策

第
８
号
＜
一
九
六
五
・
八
＞
戦
後
2
0
年
―
市
行
政
の
再
検
討

第
９
号
＜
｝
九
六
五
・
一
一
＞
「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
に
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る

第
1
0
号
＜
一
九
六
六
・
二
＞
区
役
所
問
題

第
1
1
号
＜
一
九
六
六
・
五
＞
横
浜
文
化
論
－
新
し
い
文
化
の
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
は
可
能
か

第
1
2
号
＜
一
九
六
六
・
八
＞
首
都
圏
と
横
浜

第
1
3
号
＜
一
九
六
七
・
二
＞
新
し
い
横
浜
の
記
録

第
1
4
号
＜
一
九
六
七
・
六
＞
大
都
市
圏
の
問
題

第
1
5
号
＜
一
九
六
七
・
九
＞
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
6
号
＜
一
九
六
七
・
一
一
＞
続
　
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
7
号
＜
一
九
六
八
・
二
＞
公
害
対
策
－
横
浜
方
式

第
1
8
号
＜
一
九
六
八
・
八
＞
二
〇
〇
万
都
市

第
1
9
号
＜
一
九
六
八
・
一
〇
＞
郊
外
部
開
発
の
諸
問
題

第
2
0
号
＜
一
九
六
八
・
一
ニ
＞
転
換
期
の
福
祉
行
政

第
2
1
号
＜
一
九
六
九
・
三
＞
市
民
の
安
全

く
り

調
査
季
報
特
集
一
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6
6
号
～
1
0
8
号

第
6
6
号
＜
一
九
八
〇
・
六
＞
歩
行
者
空
間

第
6
7
号
＜
一
九
八
〇
・
九
＞
市
民
と
健
康

第
6
8
号
＜
一
九
八
〇
・
一
ニ
＞
老
人
問
題
と
福
祉
行
政

第
6
9
号
＜
一
九
八
一
・
一
二
＞
都
市
の
自
治

第
7
0
号
＜
一
九
八
一
・
六
＞
都
市
住
宅
問
題
を
め
ぐ
っ
て

第
7
1
号
＜
一
九
八
一
・
九
＞
共
生
の
時
代

第
7
2
号
＜
一
九
八
一
・
一
ニ
＞
婦
人
問
題

第
7
3
号
＜
一
九
八
二
・
三
＞
ア
ジ
ア
の
都
市
と
横
浜

第
7
4
号
＜
一
九
八
二
・
六
＞
横
浜
と
農
業

第
7
5
号
＜
一
九
八
二
・
九
＞
横
浜
と
工
業

第
7
6
号
＜
一
九
八
二
・
一
ニ
＞
都
市
と
水
環
境

第
7
7
号
＜
一
九
八
三
・
三
＞
職
員
の
自
主
研
究

第
7
8
号
＜
一
九
八
三
・
六
＞
市
政
情
報
の
整
備
と
利
用

第
7
9
号
＜
一
九
八
三
・
一
〇
＞
横
浜
市
財
政
と
行
政

第
8
0
号
＜
一
九
八
四
・
二
＞
高
齢
社
会
の
課
題

第
8
1
号
＜
一
九
八
四
・
三
＞
市
民
・
地
域
・
行
政

第
8
2
号
＜
一
九
八
四
・
九
＞
緑
保
存
の
方
策

第
8
3
号
＜
一
九
八
四
・
一
一
＞
横
浜
と
商
業

第
8
4
号
＜
一
九
八
五
・
二
＞
福
祉
と
民
間
活
力

第
8
5
号
＜
一
九
八
五
こ
二
＞
区
行
政
－
あ
り
方
と
個
性
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
の
試
み

第
8
6
号
＜
一
九
八
五
・
一
〇
＞
都
市
と
イ
ベ
ン
ト

第
8
7
号
＜
一
九
八
五
・
一
ニ
＞
横
浜
の
産
業
政
策
-
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
活
動
を
中
心
に

第
8
8
号
＜
一
九
八
六
・
二
＞
市
民
と
図
書
館

第
8
9
号
＜
一
九
八
六
・
三
＞
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政

第
9
0
号
＜
一
九
八
六
・
九
＞
ま
ち
の
活
力
と
行
政

第
9
1
号
＜
一
九
八
六
・
一
一
＞
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

第
9
2
号
＜
一
九
八
七
・
一
＞
横
浜
の
公
共
交
通

第
9
3
号
＜
一
九
八
七
・
三
＞
地
域
情
報
・
行
政
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
横
浜
の
広
報
力
を
考
え
る

第
9
4
号
＜
一
九
八
七
・
六
＞
博
物
館
を
考
え
る

第
9
5
号
＜
一
九
八
七
・
九
＞
子
ど
も
と
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
遊
び
・
自
然
・
ま
ち
づ
く
り

第
9
6
号
＜
一
九
八
七
・
一
ニ
＞
都
市
と
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ご
み
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

第
9
7
号
＜
一
九
八
八
・
三
＞
ま
ち
の
特
徴
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
歴
史
、
文
化
と
の
か
か
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
な
か
で

第
9
8
号
＜
一
九
八
八
・
六
＞
み
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
現
状
と
新
し
い
動
き

第
9
9
1
0
0
号
＜
一
九
八
九
・
一
＞
横
浜
論

第
1
0
1
号
＜
一
九
八
九
こ
二
＞
市
民
と
生
涯
学
習

第
1
0
2
号
＜
一
九
八
九
・
六
＞
8
9
・
職
員
の
自
主
研
究

第
1
0
3
号
＜
一
九
八
九
・
九
＞
車
社
会
を
考
え
る

第
1
0
4
号
＜
一
九
八
九
・
一
二
＞
都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

第
1
0
5
号
＜
一
九
九
〇
・
三
＞
横
浜
―
東
京
圏
の
中
で
考
え
る

第
1
0
6
号
＜
一
九
九
〇
・
六
＞
情
報
化
社
会
と
市
民

第
1
0
7
号
＜
一
九
九
〇
・
九
＞
エ
ネ
ル
ギ
ー
―
地
球
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ

第
1
0
8
号
＜
一
九
九
〇
・
一
ニ
＞
エ
ネ
ル
ギ
ー
‐
地
球
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
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（
キ
リ
ト
リ
）

　　　　　　　調査季報アンケート

　今後の参考にしたいので、次のアンケートにお答え下さい。該当する項

目に○印をするか、ご意見をお書き下さい。

１　今回の特集テーマについて

　(1)興味があった

　(2)どちらともいえない

　(3)興味がなかった

２　今回の執筆者について

　（1）学者・専門家をもっと増やして欲しかった

　（2）横浜市の職員をもっと増やして欲しかった

　（3）他都市の職員をもっと増やして欲しかった

　（4）市民をもっと増やして欲しかった

　（5）その他（具体的に

３　今回の内容について

　（1）専門用語が多くて理解しにくかった

　（2）読み易く解り易かった

　（3）やさしかった

　(4)　その他（具体的に

４　調査季報の読み方について

　（1）毎号必ず読んでいる

　（2）テーマによって読んでいる

　（3）目次だけは目を通している

　（4）殆ど読んでいない

　（5）初めて読んだ

　(6)　後で参考になるものを読む

　（7）その他（具体的に



（
キ
リ
ト
リ
）

提出先　〒231　横浜市中区港町１－１

　　　　　　　横浜市企画財政局都市科学研究室

　　　　　　　　　045－671－2029

○　よろしかったらお書き下さい。

　　　所属または住所

　　　名　　　　　前

　　　年　　　　　代　　10代　20代　30代　40代　50代　60代以上

　　　性　　　　　別　　男性　　女性

７　調査季報に対する希望・意見をお書き下さい。

６　今後調査季報で取り上げて欲しいテーマがありましたらお書き下さい。

５　調査季報には、行政研究欄など自分で調査・研究している論文を発表

　する場がありますが、ご存知ですか。

　（1）知っている

　（2）知らなかった



●
第
1
0
4
号
＜
一
九
八
九
年
十
二
月
＞

特
集
・
都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

都
市
と
生
活
ス
ト
レ
ス

石
原
邦
雄

横
浜
市
の
精
神
保
健
対
策
の
現
状
と
課
題

田
中
克
子

新
書
紹
介
／
失
わ
れ
た
も
の
を
追
い
求
め
ず
に
－
伊
藤
　
孝

●
第
1
0
5
号
＜
一
九
九
〇
年
三
月
＞

特
集
・
横
浜
-
東
京
圈
の
中
で
考
え
る

世
界
最
強
の
Ｄ
＆
Ｅ
エ
リ
ア

石
川
久
雄

市
民
の
暮
ら
し
と
こ
れ
か
ら
の
地
方
制
度
・
大
都
市
制
度

行
政
研
究
／
子
ど
も
の
遊
び
場
を
考
え
る

新
書
紹
介
／
東
京
に
負
け
て
な
る
も
の
か

●
第
1
0
6
号
＜
一
九
九
〇
年
六
月
＞

槇
　
重
善

緒
賀
道
夫

対
談
・
社
会
、
技
術
の
変
化
と
情
報
化
社
会

電
子
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
市
民

額
田
順
二

対
談
・
情
報
化
社
会
・
横
浜
の
展
望
－
安
田
寿
明
　
寄
藤
　
昂

行
政
研
究
／
ヨ
コ
ハ
マ
・
文
化
の
風
景
（
ホ
ー
ル
の
現
状
）

エ
ネ
ル
ギ
ー

新
書
紹
介
／
情
報
世
紀
へ
の
選
択

●
第
1
0
7
号
＜
一
九
九
〇
年
九
月
＞

特
集
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
-
地
球
環
境
の
中
で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ伊
藤
哲
夫

地
球
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
潮
流
へ
の
挑
戦
―
米
村
　
猛

1
0
4
号
～
1
0
7
号

特
集
・
情
報
化
社
会
と
市
民

東
京
大
都
市
圈
の
一
極
集
中
と
横
浜

横
浜
臨
海
部
の
将
来
像

古
田
拓
生

上
野
嘉
夫

吉
田
民
雄

東
京
圈
の
都
市
と
住
宅

市
民
活
動
の
広
域
化
と
地
域
社
令

藤
竹
　
暁

森
泉
陽
子

佐
伯
　
彰
　
吉
塚
晴
夫
　
小
林
光
政
　
助
川
征
雄

小
坂
　
功
　
菊
池
　
正
　
児
玉
三
千
江

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
思
春
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
-
渡
辺
久
子

横
浜
い
の
ち
の
電
話
相
談
－
長
谷
川
浩
一
　
内
田
恵
美
子

座
談
会
・
地
域
に
お
け
る
精
神
保
健
活
動
の
実
際
と
課
題

働
き
盛
り
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

岩
井
浩
一

水
澤
都
加
佐

吉
川
武
彦

安
田
寿
明
　
寄
藤
　
昂

小
林
宏
一

情
報
化
社
会
と
人
間

情
報
化
社
会
と
企
業

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
と
情
報
化
社
会

小
高
俊
彦

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
将
来
―
寺
村
謙
一

情
報
化
社
会
と
教
育

横
浜
市
の
情
報
化
施
策

加
納
和
明

神
谷
洋
二

仲
原
正
治

芳
賀
宏
江

変
わ
る
企
業
行
動

岡
崎
昌
史

山
梨
晃
一

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
目
指
し
て

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て

①
「
地
球
を
救
う
１
２
７
の
方
法
・
日
本
版
」
を
作
っ
て
み
て

上
屋
真
美
子

新
書
紹
介
／
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
術

白
井
誠
治

吉
田
廸
矩

研
究
レ
ポ
ー
ト
／
横
浜
学
と
横
浜
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

②
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
生
協
運
動
」
へ
の
挑
戦
―
庭
野
陽
子

調
査
季
報
総
目
次
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　　横浜市のデータ

　　　　　人口

3,224,409＜2・12・1＞

　　　　世帯数

1,171,982＜2・12・1＞
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